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 ＞ タイでは、作家になったことは出世するわけではないと思う。 
 
③ E「私は玄関の式台にしゃがんだまま」 
 ＞ タイの家には玄関がない。 
 
④ E「こんどあれを連れて、いちどゆつくりお礼にあがりませう。」  
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 “จะเป็นไรไหมครับ  ถา้คราวหนา้ผมจะพาเธอมาขอบคุณสักคร้ัง” →〈Wai＋Kob kun？〉 
 
「こんどの公休には、きつと一緒にお礼にあがります。」 
               “วนัหยดุคราวหนา้จะมาขอบคุณดว้ยกนัแน่นอนครับ” →〈Wai＋Kob kun?〉 
＞ 「お礼」という言葉はタイ語で一般的には「kob kun」と言う。しかし、「お礼にあ
がる」という表現の場合、「Wai kob kun をする」と訳したほうが意味的には近いと思
う。（Wai は「合掌してお辞儀をする」、Kob kun は「感謝する」を意味する。）ところ




 ＞ 語り手の「私」は体が不自由になったかという誤解を招く可能性がある。 
 
⑥ I「けわしい興奮が、涙で、まるで気持ちよく溶け去つてしまふのだ。」 
 ＞ 語り手の感情を、読者にうまく伝えられるかどうか。 
 
→ ①③⑤の場合は、注を付けて解説を加えたら、問題が解決できる。 
  ⑥のような感情描写の翻訳の問題を解決する方法はあるのか。 
 
 ２・２ 文章の構造 
 
①  タイ語は日本語のように、単語、文章の区切りがない。そのため、「台所で、何もせ
ずに」「一昨年、私は家を追われ」で始まる文章のような長文が続くと、読みにくい。 
 
②  タイ語では、主語は場合によって省略できるが、「と言いました」や、「と答えまし
た」などの動詞を入れないと、文章が不明確になる。 
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